
2016/2/29 jaba news 1998, vol. 1, No. 10

http://www.jaba.jp/newsletters/nl110.html 1/7

日本行動分析学会ニュースレター

Ｊ-ＡＢＡニューズ
１９９８年　冬号　 No. 10

緊急提言 ナイフを振りかざす子どもたち.................................島宗　理 
研究所紹介　慶應義塾大学坂上ゼミ ..........................................石井　拓
ｊＡＢＡシアター 心の旅路：手がかりは文脈のなかで機能する.....伊藤正人
報告：応用行動分析の教員養成大学院：オハイオ州立大学 ..........遠藤清香

　 緊急提言：ナイフを振りかざす子どもたち

島宗　理（鳴門教育大学）

　ナイフを使った少年による殺傷事件が続発している。
　子どもたちは、なぜナイフを持ち歩くのだろうか？ なぜ人を傷つけるのだろうか？
　ニュースでは評論家が「家庭や学校に、子どもたちの『居場所』がなくなってきて いるからだ」と解
説していた。教育の専門家も「受験、受験で、子どもたちが『生き る意味』を失ってしまった」と説明
していた。でも、どうして『居場所』がなくなっ たのか、どうして受験によって『生きる意味』が失われ
るのか、どうして『生きる意 味』がなくなるとナイフを振りかざすようになるのか、自分には彼らの論
拠がわから ない。
　文部省は全国の中学校の生徒指導担当者を緊急召集し、学校で子どもたちの所持品 検査を実
施することもやむをえないと指導した。どうやら文部省の解決策第１段は「 所持品検査」のようであ
る。ちなみに昨年神戸で起きた殺人事件直後のスローガンは 「心の教育」であり、解決策の１つは
スクールカウンセラーの増員だった。文部省の こうした対応をみるたびに疑問に思うことが２つあ
る。一つは対策立案の根拠、つま り、なぜその対策が有効であると判断したのかということ。もう一
つは、講じられた 対策がどれだけ効果をあげたのかを、どのようにして評価するかということであ
る。 
　これが厚生省なら、たとえば新薬の認可までには厳密な動物実験や臨床実験によっ て、薬物の
効果と人体への安全性が確認されなければならない。建設省でも、たとえ ば新しいダムの建設を
認可するには、それがもたらすメリット／デメリット、そして 生態系への影響が専門家によって客観
的に査定されなければならない。ところが、文 部省が主導する対策に関しては、こうしたプロセスが
ほとんど公開されていない。わ れわれには不透明な意思決定となっている。専門家による客観的
な判断が行われては いないのではないかという疑惑さえ生まれる。
　どんな問題でも、解決のためには、(1) 原因を正確に把握すること、(2) 問題を解決できるというこ
とが、少なくとも論理的に、できれば実証的にわかってい る対策を立案すること、そして (3) 対策を
実施した後、その効果を正確に評価し、評価に基づいて改善を行うこと、の３ つが欠かせない。原
因を取り違えると何をやってもうまくいかないし、解決できるか どうか怪しげな対策を繰り返すのは
時間の無駄である。そして効果を測定しないと、 対策が成功したのかどうかわからない。

　

　「所持品検査」は(1)の原因究明を飛び越えた緊急措置だが、(2)の効果は期待 できそうにない。
事件の多くは学外で起こっている。検査が実施されるとなれば、子 どもは刃物を隠すか、学校へは
持ってこなくなるだけだ。それこそ、子どもにでもわ かるようなザル対策である。「スクールカウンセ
ラー」については賛否両論あるだろ う。しかし、百歩ゆずって、子どもたちの「心」に原因があり、そ
れに対して精神療 法的なカウンセリングが有効であったとしよう。そこで、私が知りたいのでは、ど
れ だけの問題がスクールカウンセラーによって解決されているのか、その実績である。 ケースの
数やクライアントの自己評定だけでは正確な評価はできない。少なくとも、 主訴（あるいは親や教師
が問題とした行動）、処置、そして主訴に関する事前事後の 行動的データが欲しい。
　日本の学校教育は文部省によって集中的に管理されている。特に公立学校の独自 性、独立性
は非常に低いといえる。中央による集中管理体制自体が必ずしも悪いとは 思わない。しかし、どう
せ集中管理をするなら、問題を確実に解決できるようなアプ ローチで取り組み、そしてそのプロセ
スを公開して欲しいと願う。
　さて、ナイフを振りかざす子どもたちと、それに怯える大人たちに対して、行動分 析学は何ができ
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るだろうか？　われわれは上記の３つのプロセスを援助する知見を持 っているだろうか？　残念な
がら「行動分析学研究」をめくってみても直接適用可能 なプログラムは見つからない。Journal of
Applied Behavior Analysis の28巻（1995）では、これまで応用行動分析学があまり取り組んでこな
かったが、現 代社会の課題とされる問題が特集されている。学校における反社会的行動について
の 展望論文もある（Preventing antisocial behavior in the schools, Mayer, G.R., pp467-478）。しか
し、アメリカで校内暴力を起こしている子どもたちと、日本でナ イフを持ち歩いている子どもたちと
は、その置かれている状オや行動レパートリーが あまりに違うような気もする。日本独自の研究と
実践が必要である。

 　こうした問題への取り組みは、きちっとした実験計画も組みにくいこともあり、な かなか論文になら
ないだろう。だから、出版された研究が見あたらないからといっ て、行動分析学的な実践が行われ
ていないと判断するのは早急すぎる。そこで提案で ある。会員の方々で、子どもたちの暴力や犯罪
防止に関わっている人がいらっしゃっ たら、ぜひその実践をニューズレターで公開していただきた
い。J-ABAニューズには 査読がない。だから反転法や多層ベースラインはいらない。そのかわり、
現代社会の 要請に応えるタイムリーな実践を報告していただきたいと願う。

 　応用行動分析学の目的が、社会的に重要な問題行動を改善するためのテクノロジー の開発にあ
るのなら、われわれは、今何が社会的に重要な問題なのか、どのようにし てその解決に貢献でき
るのか、考えていくべきだろう。ナイフを振りかざす少年たち に対して行動分析学ができることは何
か、まずはその情報交換から始められないだろ うか。

研究室紹介：慶應義塾大学文学部人間関係学科心 理学専攻坂
上ゼミ

石井　拓（慶應義塾大学文学部４年）

　私たちのゼミはガミゼミと呼ばれている。坂上ゼミだからガミゼミである。が さつな響きだとは常々
思っていたが、文字にするともっといけないということにたっ たいま気付いた。坂上ゼミは人数が少
ない。心理学専攻全体では各学年に約25名の学 生がいるが、坂上ゼミに入るのはそのうちの２、
３名である。しかも、心理学専攻全 体では女性の方がやや多いのに、坂上ゼミに入るのは圧倒的
に男性が多い。そのた め、坂上先生は自分のゼミを『野郎ゼミ』と形容し、ガハハと笑う。
　私は先生のガハハ笑いを聞き、ガミゼミという呼び方に納得してしまう。『野郎ゼ ミ』の元凶は笑っ
ているご本人にある。現在（1998年１月）坂上ゼミには７.5名の学 生がいる（0.5名は休ゼミ中の男
性）。修士課程の学生が２名と学部４年生が２名。 これらはみな男性。残りの３名が３年生で、その
うち２名が女性。１学年に２名の女 性がいるのは坂上ゼミ史上初の快挙である。
　坂上ゼミでは何をしているのかと尋ねられた場合、真っ先に思いつく回答は酒を飲 んでいるとい
うことである。本当によく飲む。何しろ坂上先生が率先して飲む。こと あるごとに飲む。ことがなくて
も飲む。毎週ゼミの授業が終わった後から終電間際ま で飲んでいる。場所は主に坂上先生自身の
研究室である。大学の周辺で酒と肴を買い 集めてくるのだ。ゼミの人数が少ないのでこういうとき
は小回りがきく。円卓の周り に椅子を並べれば毎週恒例ミニ宴会の始まりである。よく飽きないも
のだと思う。ア ルコールの強化力が絶大なのか。おそらくそうだろう。実験的介入としてビールをウ
ーロン茶にかえてみれば分かることだ。しかし結果は明白なので無駄な実験はしな い。では強化
子はアルコールだけだろうか。そうではない。試しに全くしゃべらずに ひたすらアルコールを摂取し
てみればよい。１時間ともないだろう。結局、私たちの 宴会行動はアルコールと会話の組み合わせ
によって維持されていると言える。「酒の 席は楽しい」ということを言うのに行動分析学では約200
字費やした。
　坂上先生の研究室で飲んでいるとき、最も気になるのは壁を埋め尽くすほど並べら れた多くの本
である。中でもいちばん目をひくのは『ヌンチャク・サイ』という本。 なぜそんな本があるのか。研究
室のドアのノブにはスポンジ製のヌンチャクが掛かっ ている。ご本人の話によると、「昔ちょっと練
習してみたくなった」らしい。ブルー ス・リーのファンという訳ではないようである。坂上先生はどうも
「ちょっと練習し てみたく」なることが多いようだ。特に楽器。私の知っているものではキーボード、
尺八、ハーモニカ、パチカ（アメリカンクラッカーのような形をしたマラカスみたい なアフリカの民族
楽器）がある。しかし、どれをとっても習熟しているとは言い難 い。聴衆がいない場合でも、楽器を
演奏する行動は演奏すること自体によって強化さ れると考えられるが、そうなるまでにはある程度
の練習が必要である。つまり、演奏 行動が演奏自体によって強化されるようになるまでは、演奏行
動は外的な強化子によ って維持されなければならない。しかし、研究室には坂上先生の演奏を積
極的に強化 しようなどという人はいない。それゆえ演奏が上達しないのは当然であり、坂上先生
のことを決して「飽きっぽい」などと言ってはいけない。
　さて、坂上先生と私たちは酒を飲んだり、楽器で遊んだりしてばかりいるわけでは ない。私たちの



2016/2/29 jaba news 1998, vol. 1, No. 10

http://www.jaba.jp/newsletters/nl110.html 3/7

ゼミは動物を被験体とした実験的行動分析を専門としている。慶應義 塾大学の心理学専攻には坂
上ゼミの他にもう１つ行動分析学を専門としているゼミが ある。それは佐藤方哉先生のゼミで、そ
ちらではヒトの行動の研究が中心となってい る。また、佐藤先生のゼミでは主に刺激性制御の研
究に焦点が当てられてい驍ェ、坂 上ゼミでは強化スケジュールの効果を研究している。特にここ数
年では複数の強化ス ケジュールが同時にはたらいている状況での選択行動が研究されてきた。現
在、修士 ２年生の１人は選択肢間の選択、いわゆる「メタ」選択について研究している。この 研究
での問題は、複数ある強化スケジュールのうちの１つを自由に選ぶことができる 選択肢と、そのう
ちの１つを強制される選択肢がある場合、被験体はどちらを好むか ということである。また、現在卒
業論文を作成している４年生の１人はゲーム理論に 興味をもっている。彼は２つの選択肢のそれ
ぞれが２種類ずつの結果をもつような実 験場面を設定し、それらの結果を確率的に出現させたり、
ゲーム理論でよく用いられ るような戦略にしたがって出現させたりした場合の行動を調べている。

 　選択行動以外に取り上げられているものとしては、J. A. Nevinらによって研究されてきた行動モメ
ンタムというパラダイムがある。この研究 ではある強化スケジュールを使って個体の行動を維持
し、次にその行動を減少させる ような実験的操作を加える。そのような環境の変化によって行動が
変容するときの変 化抵抗を測定することがこの研究の主な課題である。行動モメンタムパラダイム
のセ ールスポイントは、これまで反応率のみによって測定されてきた反応強度の測度とし て、反応
の変化抵抗を取り上げた点である。修士課程２年生のもう１人の学生は学部 の卒業研究のときか
らこのパラダイムに沿って研究を進めている。また、現在卒業論 文を作成しているもう１人の４年生
もDROスケジュールの下での変化抵抗について実 験を行っている。

 　以上のような研究では、みなハトやラットといった動物を使っている。しかし、私 たちの興味が動
物の実験的行動分析に限られているわけではない。最近２年間のゼミ の授業では Variations and
Selectionsという本を読んだ。これは Journal of the Experimental Analysis of Behaviorに掲載され
た書評ばかりを集めた本で、様々な分野が広い範囲にわたって取 り扱われている。私たちはこの
本を読みながら行動分析学と他の心理学、言語、進化 論などとの関係について議論をしたが、そ
れは興味深いものであった。このように私 たちも、きちんと勉強しているのである。

 　ところで、よく訊かれる質問に「君はなぜ坂上ゼミに入ったのか」というものがあ る。この質問に対
しては「インスピレーションがはたらいたから」としか答えられな い。「インスピレーション」という言葉
は「表象」と同じように危険な言葉だ。イン スピレーションは行動の原因ではない。それゆえ、上の
答えは答えになっていない。 慶應義塾大学の心理学専攻には６つのゼミがあるが、その中からあ
えて坂上ゼミを選 択した理由は自分自身にも分からない。いや、分からないわけではない。言葉で
は表 せない何かが確かに影響していた。インスピレーションとはその「何か」に対してつ けられる
名前だと考えることもできる。坂上先生はいつか、やはり酒の席でこう訊い た。「もっと偉い先生の
ところにいかなくてよかったの？」私は答えようがなかった ので日本酒のコップをもったままニタニタ
していた。その日はたしか『一ノ蔵』が一 升空いた。今年ももうすぐゼミ選びの時期がやってくる。ど
れだけの人が坂上ゼミに 来るのか分からない。とりあえず今年もたくさん飲みましょう。ねえ、坂上
先生。

シリーズ：ｊＡＢＡシアター　－行動分析的視点で映画を みると－

「心の旅路」：手がかりは文脈のなかで機能する

伊藤正人（大阪市立大学）

「貴方の過去に寄り添っていた誰かをいつか探しだせそうな感じ？もしかした ら、その人は近くにい
たり、会っていても気づかないだけかもしれないわ。知人かも ．．．．例えば、この私かもしれない」
とポーラは、意を決して、記憶喪失のため自 分との結婚生活を思い出せなくなったチャールズに話
しかける。一瞬ポーラの顔を見 つめた彼は「まさか」といって微笑む。ポーラが落胆して涙する場面
である。

　1942年に制作された映画「心の旅路」は、グリア・ガースン扮する踊り子と記 憶喪失の男（ロナル
ド・コールマン）の波乱に満ちた運命と愛の行方を描いたラブロ マンスである。２度の記憶喪失とい
う心理学的題材の織りなすドラマチックな舞台設 定がこのラブロマンスをひときわ印象深くしてい
る。また、1940年代という時代背景 が、このラブロマンスに抑制の利いた哀調を与えていることも特
筆されることであろ う。　舞台は、第１次世界大戦終了直後の英国。主人公のチャールズは、従軍
中に記 憶喪失となって自分が何者であるかがわからない。終戦の日、収容されていた精神病 院を
抜け出して、メルブリッジの町の煙草屋に現れたチャールズとこの町に興業のた めに滞在していた
踊り子ポーラが運命的に出会う。チャールズ、いや仮の名前スミス に同情したポーラは、仕事をキ
ャンセルして、郊外の宿に彼をかくまった。
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　こうした二人の間に愛が芽生え、やがて結婚して、小さな小川のほとり、近くに教 会の見える小さ
な家に住むことになった。家の庭には、小さな扉があり、玄関の側に は、春にはたくさんの花をつ
けるライラックの木が植えられていた。結婚生活も３年 目、子供も生まれ、ささやかながらも幸せな
生活が続いていたある日、スミスは、新 聞社から作家として契約したい旨の手紙を受け取る。よう
やく自立できる喜びを胸に 新聞社のあるリバプールへと安物の旅行鞄を携えて出かけた。しかし、
一抹の不安を 感じながら、明日帰るという夫を送り出したポーラの前に夫は二度と姿を現さなかっ
た。

 　リバプールへ出かけたスミスは自動車事故に巻き込まれ、頭を強打して、二度目の 記憶喪失を
起こしてしまう。３年間のポーラとの結婚生活を思い出せなくなったかわ りに、以前の本当の自分
（チャールズ・レイニアー）の記憶がよみがえり、レイニア ー家の屋敷に帰還する。その日はきしくも
父の葬儀の日でもあった。父の死後、彼 は、家業を継ぎ、実業家となって、英国中に名が知られる
ようになる。しかし、実業 家として多忙な毎日を過ごしていても空白の３年間のことが彼の胸の片
隅にいつもあ った。空白の過去の唯一の手がかりは、持っていた家の鍵である。社長室で執務中
に チャールズが秘書を呼ぶ場面があるが、資料を抱えて部屋に入ってきたのは、なんと ポーラで
あった。実は、失踪した夫が実業家となっていたことを知ったポーラは、何 とか夫の記憶をよみが
えらそうとチャールズの秘書となって働いていたのである。事 務的な会話の後、チャールズが親類
の若い娘と婚約したことを秘書であるポーラに告 げる。ポーラは、一瞬顔をこわばらせるが、すぐ
に何事もなかったように、部屋をで る。

 　結婚式の準備のため、チャールズと婚約者の娘が教会で賛美歌を選んでいた時、賛 美歌「限り
なき愛」のメロディーが流れると、チャールズは、不意に何かにとりつか れたように空を見つめた。
そのメロディーは、ポーラとの結婚式で流れていたもので あった。呆然自失したチャールズに気づ
いた婚約者が顔を覗くと、そこには、いつも のチャールズはいなかった。過去の誰か以上にはなれ
ないことが分かって、婚約者 は、涙ながらに婚約の破棄を申し出る。自責の念にかられ、無断で旅
に出てしまうチ ャールズ。一方、ポーラは、彼の旅先がリバプールであることを知り、後を追う。滞
在先で、彼女は、ここに空白の過去を探す手がかりがあるのではないかとチャールズ に教唆する。
宿泊した可能性のあるホテルを探すと、ジョン・スミスと名前の入った 旅行鞄が残されていた。しか
し、ポーラの願いも虚しく、この安物の旅行鞄を前にし て、チャールズの記憶はよみがえらなかっ
た。

 　やがてチャールズは、実業界から政界へと進出することになり、有能な秘書である ポーラをます
ます必要と感じ始めていた。議員に当選した直後、チャールズが秘書で あるポーラに結婚を申し込
む。しかし、結婚といってもこれは偽装結婚に近いものだ った。失意のままポーラは、チャールズの
申し出を受け入れる。あるパーティの夜、 疲れたポーラは、宝石箱の底にしまっておいた夫スミス
の贈り物の安物のネックレス を手に思いにふけっていた。それを見てもチャールズは、自分の贈り
物であることを 全く思い出せなかった。しかし、彼は、12年たった今も、その過去の誰かをいつか探
しだせそうな感じがするという。ポーラを秘書に採用する時にも一瞬何かを感じたと いうチャールズ
の言葉に、ポーラは、少し気を取り直し、「その人は近くにいたり、 会っていても気づかないだけか
もしれないわ。知人かも．．．．例えば、この私かも しれない」と、いままで言いたくてもいえなかった
ことを一気に語りかけた。チャー ルズは一瞬驚いた表情を見せたが、「まさか」といって静かに微笑
むだけであった。 最後の望みを断たれたポーラは、チャールズに背をむけ、しばらく南米へ旅にで
たい と申し出る。

 　傷心のポーラは、南米旅行の前に、思い出の宿に宿泊すべくメルブリッジへと汽車 で向かった。
一方、チャールズもメルブリッジの工場ストライキ収拾のため、初めて （とチャールズは思っていた）
同地へと向かう。ストライキを無事収拾して、部下と ともに町の酒場で一杯やり、煙草屋へ立ち寄っ
たチャールズに、部下がここは初めて 訪れた所なのにどうして煙草屋が分かったのかといぶかし
げに聞いた。チャールズ は、はっとして、あたりを見回すと、酒場、煙草屋、煙草屋の女主人に見
覚えがある ことに気付く。タクシー運転手に、かすかに思い出した病院がこの辺に無いかと聞く
と、教えられたその病院は彼が収容されていた精神病院であった。ようやく失われて いた過去を掘
り起こす手がかりが得られた。

 　翌朝、宿を出ようとしたポーラは、宿の主人から昔住んでいた家や教会の牧師のこ とを尋ねにき
た男がいることを聞いた。もしやと思い、昔住んでいた家に駆けつけて みると、その時、チャールズ
は、見覚えのある家の前に立ち、庭の小さな扉をあけ、 花いっぱいのライラックの枝を手でよけな
がら、玄関へと歩いていくところだった。 肌身はなさず持ち続けていた家の鍵を鍵穴にさしこむと、
玄関ドアは音もなく開き、 見覚えのある室内が現れた。立ち尽くすチャールズの背後から、「スミシ
ー！」と夫 の愛称で呼びかけるポーラ。チャールズは一瞬ぎくりと体を震わせ、振り返ると、そ こに
は愛妻のポーラが立っていた。チャールズは、「ポーラ！」と初めて呼びかけ、 二人は駆け寄って
抱擁するのであった。

 　記憶喪失という題材を中心に据えたこの映画で行動分析的に重要なのは、記憶喪失 という現象
それ自体ではなく、記憶を喚起する手がかり刺激（弁別刺激）の問題であ る。チャールズの記憶を
よみがえらせたのは、映画の中で表現されているように、家 の鍵、安物の旅行鞄、贈り物のネック
レス、そしてポーラ自身（！）という個々の刺 激ではなく、むしろ、昔住んでいた場所という文脈であ
った。この映画の最後の場面 に示されているように、この文脈のなかで、初めてポーラ自身も弁別

刺激となって機 能したといえるであろう。文脈とは、刺激を機能させる条件のことである。これと同



2016/2/29 jaba news 1998, vol. 1, No. 10

http://www.jaba.jp/newsletters/nl110.html 5/7

刺激となって機 能したといえるであろう。文脈とは、刺激を機能させる条件のことである。これと同
じようなことが、実験場面でも生じる。例えば、通常のハト用実験箱（30cm x 30cmx 30cm）でキイつ
つき反応を十分に訓練されたハトが、大きな空間（1.8m x 1.8m x1.9m）に置かれた同じキイをつつ
かないことがある。つまり、小さい空間（実験 箱）に置かれたキイをつつく訓練を受けたハトにとって
は、同じキイが、大きい空間 （フライケージ）という異なる文脈では、弁別刺激として機能しなかった
のである。 　行動分析では、刺激を機能の面から定義することが、スキナー以来の基本的考え方
である。刺激の機能的定義とは、行動への効果のことである。換言すれば、行動への 効果が認め
られるまではその刺激の機能に言及できないことを意味する。刺激の定義 の問題は、つまり、行動
の問題なのである。空白の3年間を思い出す最後のクライマ ックスで、チャールズがメルブリッジの
町を歩くことで、記憶がよみがえるシーンは この意味で象徴的である。

 　映画「心の旅路」の最後の場面は、刺激の機能は行動と密接に結びついていること を如実に示し
ているといえよう。

海外留学報告：

応用行動分析の教員養成大学院：オハイオ州立大学

遠藤清香（オハイオ州立大学）

　昨年9月より、アメリカのオハイオ州立大学教育学部（特殊教育専攻）の博士過 程に留学してい
ます。この専攻では行動分析学の教育場面への応用に焦点を当てた研 究がなされており、教授と
して、グループ・インストラクション専門のヒュワード先 生（私の指導教授）、プレシジョン・ティーチン
グのクーパー先生、ＬＤ児専門のヘ ロン先生、自閉症児専門のセナト先生などがいらっしゃいま
す。博士過程には計8人 の学生（3年生3人、2年生2人、1年生3人）が在籍しており、少数ならでは
のアットホ ームな雰囲気で毎日を送っています。またこの大学では、研究を進めるだけでなく、 行
動分析学の理論に基づいた教育技術を獲得するということも目標とされており、修 士課程には現
職教師がパートタイムで入学したり、また、これから教師になろうとい う人もたくさん在籍していま
す。
　さて今回は、オハイオ州立大学での授業の行われ方とカリキュラムの概要を紹介し ます。１つの
授業は週1回2時間半で行われ、約10週間で終ります。授業形式は、講義 形式・ディスカッション形
式のいずれかで、講義形式のものは修士・博士共通、ディ スカッション形式のものは基本的に博士
対象となっています。
　講義形式の授業はその名の通り教授の講義なのですが、学生は全員、教授が作った ガイデッ
ド・ノート（授業1回でA4用紙10枚ぐらい）というものを購入し、それをも とに講義を聞きます。このガ
イデッド・ノートは講義の内容と関連資料がまとめられ たもので、キーワードの部分が空欄になって
います。学生はその空欄部分に書き込み をしながら講義を聞くのです。そして毎回、その回の内容
に関連したテキスト・雑誌 記事などを読んでくるというのが宿題になります。講義・宿題の内容は毎
週または隔 週の小テストで確認されます。成績は授業への参加・小テスト・中間テスト・期末テ ス
ト・レポート（雑誌記事レビューや行動観察など実習的なもの）の合計で決まりま す。またＢ以上の
成績を取り続けられなかった場合は退学になります。このように、 講義形式の授業には学生の勉
強行動を維持する随伴性がきちんと設定されているの で、どの学生もよく勉強しています。
　ディスカッション形式の授業はセミナーと呼ばれるゼミのようなものが中心です。 毎週教授が用意
した文献（4本ぐらい）を読み、それに関する質問を用意するのが宿 題です。授業では各自の質問
を発表してそれについて議論します。また、自分が用意 した質問と読んだ文献の要約または批評
を提出することになっており、それで成績が つきます。この他にオハイオ州立大学では「テレカンフ
ァレンス」というセミナーが 設置されています。これはいろいろな大学の教授にゲストとして電話で
参加してもら い、そのゲストに質問を行うというものです。各ゲストは参考資料として発表前の最
新の研究を送ってくれるのでそれを中心に質問します。いい質問をするとゲストが「 こちらも勉強に
なった」と言うので、みんな頑張って質問を考えています。
　最後に、博士過程のカリキュラムを紹介します。最初の2年間で約100単位分の授業 を履修する
ことになっています。以下リストです。私が履修したものにはコメントを 添えました。それぞれの授業
の詳しい内容について、機会があればまた紹介したいと 思います。

【博士過程1年秋学期】
■「教師のための応用行動分析」教授：クーパー。教科書：Cooper, J. O., Heron,T. E., and Heward,
W. L. (1987). Applied behavior analysis, Columbus, OH:Merrill.の中間部分。行動分析の理論（三項
随伴性、刺激性制御）を教育場面で おこる事例を取り上げて勉強しました。　■「教育場面での行
動的研究１」教授：ヘ ロン。教科書：Cooper et al. (1987) Applied behavior analysisの前半部分。方
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動的研究１」教授：ヘ ロン。教科書：Cooper et al. (1987) Applied behavior analysisの前半部分。方
法論の授業です。観察の仕方、独立・従属変数の決め方、グ ラフの作り方・結果の解釈法などを
勉強しました。　■「テレカンファレンス」上で 紹介した通りです。ゲストの中ではスターツ先生、サン
ドバーグ先生が印象に残って います。　■「統計（研究法）」　■個別学習 これは各自指導教授と
相談して決めた内容を勉強するものです。私はこの個別学習と して以下2つの授業を履修しまし
た。□「特殊教育入門」教授：ハウウェル。教科書 ：Heward, W. L. (1996). Exceptional Children:
Anintroduction to special education, 5th edition. Columbus, OH: Merrill. 発達遅滞・学習障害・言語
障害・視覚障害・ギフティドなどいろいろな障害を持った 子供の特徴と教育の際に注意しなければ
ならないことなどを勉強しました。□「グル ープ・インストラクション」教授：クーパー（本来はヒュワー
ドの講座なのですが、 今学期彼は休みだったため代わりにクーパーの授業となりました）。教科書：
なし（ 関連する雑誌記事が配られました）。20人から30人ぐらいの生徒に一斉に講義する 際、すべ
ての生徒が集中し効果的に学ぶための教示方法を勉強しました。

【博士過程1年冬学期】
■「学校・家庭・医療場面での行動的コンサルテーション」　■「プレシジョン・テ ィーチング（理論と
実習）」教授：クーパー。教科書：Journal of PrecisionTeaching, 1995, 12(2).プレシジョン・ティーチン
グという、教えたことが生徒に正しく習得されてい るかを確認するための技術の使い方を講義と実
習で勉強しています。オハイオ州立大 学はある小学校と提携しており、この授業を履修した学生
は、1対1でその小学校の生 徒の補講を行います。各生徒の苦手な科目（読み・数学・スペリングな
ど）を好きな 方法で教え、その教え方が効果的かどうかをプレシジョン・ティーチングの技法で確 認
し、効果的でなければ別の教え方をします。私の生徒は算数の苦手な4年生なので す。答えあわ
せをしたあと出来た数を一緒に数えるのですが、私はどうしても nineteenの次をtwelveと言ってしま
うので、生徒に「ちょっと待って」と指摘されま す。　■「般化のための教示方法」教授：ヒュワード。
教科書：なし（関連文献配 布）。トレーニング場面で教えたことをそれ以外の場面で起こりやすくす
るためのト レーニング法について勉強しています。　■「教育場面での行動的研究２」教授：ク ーパ
ー。教科書：Johnston, J.M. & Pennypacker, H. S. (1993).Strategies and tactics of behavioral
research, 2nd Edition. Hillsdale, NJ:Lawrence Erlbaum Associates.博士過程対象の方法論の授業
です。基礎研究と応用研究の違いや研究テ ーマの選び方など勉強しています。　■「統計（研究デ
ザイン）」

【博士過程1年春学期】
■「特殊教育におけるエマージング・テクノロジー」　■「教育場面での行動的研究 ３（批判的分析
とセマティック・エクステンション）」　■「専門的ライティング」 雑誌記事の書き方を勉強して、1本論
文を投稿してみるという授業と聞いています。 　■「統計（データの分析と解釈）」

【博士過程1年夏学期】
■「障害児のためのプログラム・マネジメント」　■「特殊教育におけるパラダイム 論」　■インターン
シップ　■個別学習

【博士過程2年秋学期】■個別学習　■「心理学史」　■「行動主義１：強化随伴 性」　■「テレカンフ
ァレンス」

【博士過程2年冬学期】
■個別学習　■「行動主義２：社会的応用」　■「セミナー：初等特殊教育」　■「 セミナー：校内暴力
の予防」

【博士過程2年春学期】
■個別学習：博士論文に向けての予備実験　■「セミナー：教育場面での行動分析」 　■「セミナ
ー：障害児」　■「行動主義３：言語行動」

【博士過程2年夏学期】
■博士候補生になるためのテスト 教授全員を相手に2時間の面接を受け、パスしなければ博士論
文を提出でォないそう です。

【博士過程3年秋学期】
■「セミナー：高等教育のための技術」　■「テレカンファレンス」　■博士論文要 旨提出

【博士過程3年冬・春・夏学期】
■博士論文の執筆

　お願い
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